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「仙台市交通事業経営計画（中間案）」に対する 

意見の概要と交通局の考え方について 

 

戦略１ 安全・安心の推進（9件） 

No 意見の概要 交通局の考え方 

取組１ 安全運行の確保に関する意見（3件） 

1 

事故のないよう運転技術の向上に努

めてほしい。 

安全運行の確保に向けた訓練・研修や運転技術の向上に

向けた添乗指導等により、事故防止に努めてまいりま

す。 

2 

バス運転手が乗客を気遣いながら狭

い道路を縫うように運転をしている

のは本当に大変だと思う。安全のた

め、道路が狭く乗客が少ない路線にお

いては、小型の車両に転換することを

勧める。 

小型・中型のバス車両については、道路が特に狭い一部

の路線に導入しております。 

今後も市内の様々な道路事情に対応すべく、安全を最優

先に適切な車両配備と運転技術の向上に努めてまいり

ます。 

3 

危険なバス停について、設置箇所の見

直しをお願いしたい。 

安全対策が必要なバス停留所については、国土交通省東

北運輸局が中心となり、宮城県警察や道路管理者などの

関係者で構成される「宮城県バス停留所安全性確保合同

検討会」の場で対応が検討されることとなっておりま

す。同検討会に参加し、全国的方針に基づき安全性の確

保に努めてまいります。 

取組２ 危機・自然災害への対応に関する意見（2件） 

1 

戦略１「感染症対策」の抗ウイルス

コーティング作業について、夜中の

うちに車両を消毒する等対策を取っ

てほしい。 

抗ウイルスコーティングは市バス・地下鉄の全ての車両

に施工しており、夜中や日中に限らず、常時抗ウイルス

効果が期待できるものですので、安心してご利用いただ

けます。 

2 

「非常時における電源、燃料の確保」

に加え、市民への物資の確保もある程

度お願いしたい。仙台市危機管理室と

の連携等もお願いしたい。 

地下鉄仙台駅構内には、大規模地震等が発生した場合の

帰宅困難者対策として、一定数量の備蓄品を確保してお

ります。また、二次被害等の抑制を図るため、仙台市危

機管理室をはじめ関係機関が連携協力し帰宅困難者対

策連絡協議会を運営しております。 

取組３ 施設設備の計画的な維持更新に関する意見（4件） 

1 

バス車載機（運賃箱・IC 関連機器

等）の更新については、より安価な

システムへの切替えや、供給者との

協議を通じて投資額の抑制を追求し

てはいかがか。 

バス車載器の更新の際は、お客さまの利便性向上を考慮

するとともに、費用の抑制についても十分に検討を行っ

てまいります。 
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No 意見の概要 交通局の考え方 

2 

IC カード乗車券システムの更新に際

しては、先ごろ開発された「地域連携

IC カード」への切替を検討してはどう

か。 

「地域連携 IC カード」は、東日本旅客鉄道株式会社（JR

東日本）等が開発を行い、バスの定期券や各種割引等の

地域独自サービスと、Suicaエリア等で利用可能な乗車

券や電子マネー等の Suica のサービスを、1 枚のカード

で利用可能とするものと聞いております。 

IC カード乗車券システムの更新に際しては、「地域連携

IC カード」も含め新しい技術動向を幅広く捉えながら、

お客さまのニーズや本市の事業環境により適したシス

テムへの切替や、現行システムのアップデートについ

て、費用対効果の観点等から検討してまいります。 

3 

地下鉄南北線車両はシステム機器の

載せ替え(改造)で、20～30 年使用を伸

ばすことで新型車両導入より費用を

安く出来るのではないか。また、新型

車両を導入する場合、第 1 編成から第

22 編成導入まで 6 年も差が出来るた

め、第 1編成導入を 1年遅らせ 2025年

度にすべき。 

現在の車両を引き続き使用するためには、車齢 20 年前

後の時期に行った大改修と同等の改修に加えて、車内の

内貼りを剝がして、見えない箇所の配線交換や接合部の

シール材の交換等を行う必要があり、新車製造以上に改

修費用を要する見込みです。導入スケジュールについて

は、1 編成目の試験調整の結果を 2 編成目以降に反映す

るため、初年度（2024 年度）は先行して 1 編成のみを導

入し、以後 5 年毎に行っている現行車両の大規模な整備

のタイミングに合わせて順次新型車両に置き換えるこ

ととしております。 

4 

地下鉄入口の｢地下鉄｣と書かれた看

板が劣化している。交換したらどう

か。 

｢地下鉄｣と書かれた面につきましては、文字が薄くなる

などで視認性が低下した場合に、適宜交換を行っており

ます。支柱を含む看板全体につきましては、定期的に点

検を行い、劣化状況を確認した上で、交換時期を検討し

てまいります。 

 

戦略２ 快適なお客さまサービスの提供（23件） 

No 意見の概要 交通局の考え方 

取組１ 乗車サービスの向上に関する意見（17件） 

1 

バス利用時に、バス運転手が「発車

します。右に曲がります。」など呼称

しながら、なおかつ、丁寧な運転を

しており、とても安心して利用して

いる。 

今後とも、運転技術の向上や接遇教育の充実を図り、お

客さまに安心してご利用いただけるよう、安全かつ快適

な輸送の提供に努めてまいります。 

2 

仙台市バスは、運賃は割高、サービス

は劣悪である。 

お客さまにご満足いただける市バスを目指して、「戦略

２」に掲げた各取組みにより、乗車サービスの向上に努

めてまいります。なお、市バス事業継続のために必要な

収入を確保するためには、運賃水準の引下げは難しいも

のと考えております。 

3 

盲導犬や介助犬や聴導犬等について

の市民の理解の拡育を期待する。 

市バス・地下鉄が盲導犬・介助犬・聴導犬を随伴してご

利用いただけることについて、周知のあり方を検討して

まいります。 
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No 意見の概要 交通局の考え方 

4 

思い切った運賃制度の導入や、営業販

売の強化により、利用促進と増収を図

るべき。 

（同様の意見、他 1 件） 

より多くのお客さまに利用いただけるよう、これまで

も、学都仙台フリーパス、都心や東西線結節駅における

均一運賃、環境定期券制度等の運賃制度を実施するとと

もに、大学と連携して通学定期券を販売する等営業販売

の強化にも取り組んできたところです。 

今後も、お客さまにより魅力を感じていただける運賃制

度や乗車券について検討を進めるとともに、営業販売の

強化に努めてまいります。 

5 

現在多くのバス路線が仙台駅前行き

となっているが、例えば電力ビル前か

ら新寺車庫や青葉通一番町駅行きに

する等、都心に入りつつも仙台駅を通

らない系統を設定してはどうか。 

（同様の意見、他 1 件） 

仙台駅前は一日の乗降客数が最も多いバス停留所であ

ることから、都心部の運行経路を仙台駅前から分散させ

た場合、都心部を目的地とするお客さまの利便性低下に

繋がることが懸念されます。今後ともお客さまのニーズ

を捉えた運行に努めてまいります。 

6 

市内中心部のバスは、東二番丁通など

一部の道路に多数の系統が集中して

いるせいで路線網の目が粗い。経路を

分散し、きめ細やかにバスを走らせる

ことが望ましい。 

（同様の意見、他 1 件） 

東二番丁通については、電力ビル前、商工会議所前、県

庁市役所前バス停をご利用のお客さまが非常に多いこ

とから、各方面に発着する便の多くが集まる状況となっ

ております。きめ細やかなバス路線網はお客さまの利便

性が高いと考えますが、市内中心部は道路幅やバス停が

設置できる場所などの制約も多く、大幅に経路を分散さ

せることは難しい状況です。今後とも、ご利用状況を注

視し、需要に応じたサービスを目指すとともに、限られ

た経営資源で最大限のサービスが供給できるような路

線の設定に努めてまいります。 

7 

市バスの路線は仙台駅で分断されて

おり、仙台駅の東西を直通で移動でき

ない等のデメリットが生じている。都

心部で途切れない新しいバス路線網

を検討してはどうか。 

現在、一部の路線で仙台駅の東側と西側の地域を結んで

おりますが、仙台駅をまたいでご利用になるお客さまは

少ないのが実情であり、さらなる拡大は難しいと考えて

おります。 

8 
市内中心部においては、よりきめ細や

かにバス停を設置してほしい。 

市バスは、生産年齢人口の減少や新型コロナウイルス感

染症の影響によりお客さまが減少しており、極めて厳し

い経営状況にあることから、バス停の増設、循環バスの

運行、運行ルートの多重化等は非常に難しい状況にある

と考えておりますが、今後とも、限られた経営資源で最

大限のサービスが提供できるよう検討してまいります。 

9 
市内中心部にビジネス循環バスのよ

うなものを走らせるべきだ。 

10 

市内各地から都心まで、可能な限り複

数ルートで移動できるサービスの提

供を期待している。 

11 

市バスは、元日は極端に間引きした特

別ダイヤで運行しているが、普段の休

日より需要は大幅に増えるはずでは

ないか。 

元日は初詣の参拝でご利用が多い便も一部あるものの、

一年の中で最もお客さまのご利用が少ない日です。その

ためご利用実績を勘案した特別ダイヤで運行しており

ます。 

12 

バスはしばしば時間調整のための停

車が生じ、乗っていてストレスであ

る。朝と夜で所要時間を変更するな

ど、実態に合ったダイヤを組んでいた

だくよう要望する。 

毎年のダイヤ改正時に、運行区間ごとの利用状況をもと

に、各バス停の発車時刻の継続的な見直しを行い、遅れ

の少ない時刻設定に努めています。朝と夜など時間帯に

応じて所要時間を変更し、実態に合うダイヤ設定となる

よう努めておりますが、利用者数や道路状況が日々異な

るため、通常よりスムーズな運行ができた際には時間調

整が生じてしまう場合もあります。何卒ご理解願いま

す。 
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No 意見の概要 交通局の考え方 

13 

バスの運行情報について、リアルタイ

ム情報を含めたオープンデータ化に

よる検索事業者の拡大を行い、各種検

索アプリ上でもリアルタイム案内が

できるようにして利用者の利便性を

向上させると良い。 

（同様の意見、他 1 件） 

オープンデータの公開により、交通局が運営している

「せんだい市バス・地下鉄ナビ」「どこバス仙台」の他に

も、様々な WEB サービスやアプリでの運行情報の展開が

実現されるものと期待しております。バスの運行情報つ

いては、まず静的データ（系統、停留所等）について令

和 3 年 4 月の公開に向けて作業を進めており、動的デー

タ（リアルタイム情報）についてもオープンデータ化の

検討を進めております。 

取組２ 利用しやすい環境整備に関する意見（6件） 

1 

バス停の路線図や時刻表の表示方法

はもっと工夫すべきである。 

停留所の表示スペースは限られておりますが、文字を大

きくするなどより分かりやすく見やすいものとなるよ

う改善に努めてまいります。 

2 

現在の系統番号表示は分かりにくい

ので見直すべきである。 

系統番号は外国人の方、小さなお子様など漢字が読めな

い方も含めて分かりやすくご利用いただけるよう表記

しているものです。行き先表示とあわせてご覧くださ

い。 

3 

バス車両について、座席 2 席分を撤去

してフリースペースを設けた車両を

導入すると、ラッシュ時の輸送力がア

ップして減車が可能になるほか、車椅

子やベビーカー利用者も重宝するの

ではないか。 

現在導入しているバス車両は、車両メーカーがノンステ

ップバスの標準仕様に基づいて設計した車両となって

おります。座席数については、導入コストや混雑時と閑

散時の利用環境等を考慮して検討してまいります。 

4 

泉中央駅のバス停、バス待機スペース

が不足していると考えられることか

ら、バスプールを再整備して拡大出来

ないか。また、駅周辺の交差点を歩者

分離にして、バスの交差点渋滞を減ら

してほしい。 

泉中央駅バスターミナルの再整備及び周辺の渋滞対策

について、利用状況を踏まえ、関係機関へ対策の要望を

伝えてまいります。 

5 

バス停付近に樹木が伸びているとバ

スが歩道に横付け出来ず、乗り降りに

支障をきたす。そのような樹木を撤去

してほしい。 

バス停付近の樹木が乗降の支障となる場所につきまし

ては、樹木の管理者に適切な剪定等を働きかけてまいり

ます。 

6 

霞の目営業所で行っている、パークア

ンドバスライドを実沢営業所でも行

ってはどうか。 

エアコン、トイレ、自販機等、バス営

業所の待合室の環境整備を行っては

どうか。 

実沢営業所は、廃車バスの駐車場として使用しているこ

とから、スペースの確保が困難だと考えております。待

合室の環境整備は、今後の事業運営の参考とさせていた

だきます。 

 

戦略３ まちづくりへの貢献（9件） 

No 意見の概要 交通局の考え方 

取組１ 公共交通を中心とした交通体系の充実への貢献に関する意見（3件） 

1 

せんだいスマートの PR を強化して欲

しい。 

 

公共交通利用促進に向けて「せんだいスマート」の取組

みは重要であると考えており、各種の情報発信等に努め

ることで、車やバイク等の交通手段から公共交通への転

換が進むよう取り組んでまいります。 
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No 意見の概要 交通局の考え方 

2 

市バス、地下鉄利用者の意見も重要だ

が、公共交通促進に向けては、現在利

用していない人がなぜ利用しないの

か、どうすれば利用する機会が増える

のかという議論が必要である。 

市バス・地下鉄の利用促進に向けては、現在お使いでな

い方への働きかけやニーズの把握が重要だと考えてお

ります。これまでも、市バス・地下鉄利用のきっかけ作

りに向けて、無料一日乗車券の児童・生徒への配布やア

ンケート調査等を実施しておりますが、せんだいスマー

トとの連携等により、潜在的な需要の把握に努めていき

たいと考えております。 

3 

フィーダーバスについてもっと力を

入れて PR して欲しい。 

仙台市が目指す鉄道にバスが結節する交通体系の構築

に向けて、東西線結節駅周辺バス均一運賃等お得な運賃

制度を通じて、フィーダーバスの PR や利便性向上に努

めてまいります。 

取組２ まちづくりとの連携・社会への貢献に関する意見（6件） 

1 

東西線の主要３駅以外の駅において

もフィーダーバスの導入を進めるべ

き。 

バスの起終点となる停留所では時間調整をするための

待機場所が必要となることから、フィーダーバスについ

ては駅前広場等がある鉄道駅での結節を基本に実施し

ておりますが、実施駅の拡大については、お客さまの利

用状況を分析しながら検討してまいります。 

2 

戦略３の「福祉施策への貢献」に関し

て、運賃の福祉割引について、区役所

の窓口等で PR するなど、より分かり

やすく周知して欲しい。 

障害者手帳をお持ちの方に対する運賃割引については、

交通局ウェブサイト等でお知らせしているほか、仙台市

の発行する「せんだいふれあいガイド」等にも掲載して

いるところですが、より分かりやすい PR を今後検討し

てまいります。 

3 

敬老乗車証の利用者は 10 万円の利用

に１万円しか負担していない。それで

は赤字になるのは当然ではないか。 

敬老乗車証は、仙台市が高齢者の社会参加を促すための

福祉施策として実施しており、利用者の負担率は 1 割で

すが、仙台市が交通局や宮城交通株式会社に対して、利

用額の全額を支払っています。そのため、敬老乗車証制

度はバスや地下鉄の赤字の原因となっていません。 

4 

市バス行先表示器について、インバウ

ンドや国際化に対応し、英語表記を入

れる予定はないのか。 

行先表示器は、遠くからでも見やすくするため、限りあ

る表示スペースの中でできるだけ文字を大きく表示し

ております。英語表記の併記については、視認性の確保

の観点も踏まえて慎重に検討してまいります。 

5 

MaaS について知らない人が多いと思

われるので、推進に向けて PR を強化

して欲しい。 

MaaS の推進に向けて、関係機関とともに PR してまいり

ます。 

6 

DX（デジタル・トランスフォーメーシ

ョン）の実践として、予約に応じて効

率的な運行を行うダイナミックルー

ティング（AI オンデマンドバス）の導

入を検討してはどうか。 

デマンドバスのような予約に応じての運行は、運行時刻

を定めた定時・定路線での運行とは違う運行管理が必要

となるため、早期の導入は困難なものと考えております

が、最新技術の動向や他事業者の状況など、情報収集に

努めてまいります。 
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戦略４ 持続可能な経営の確保（20件） 

No 意見の概要 交通局の考え方 

取組１ 経営基盤の強化・経営の健全化に関する意見（20件） 

1 

事務職員数も適切な人員配置によっ

て抑制し、人件費の削減を図るべ

き。 

事務職員について、事務の効率化を図りながら業務量に

応じた適切な人員配置に努めてまいります。 

2 

赤字線の廃止や減便など市民に犠牲

を求める前に、乗務員以外も含めた全

職員の給与をカットすべき。 

地方公営企業職員の給与は、生計費、同一又は類似の職

種の国及び地方公共団体の職員並びに民間事業の従事

者の給与、経営状況その他の事情を考慮して定めること

となっております。これを踏まえ、バス乗務員などにつ

いては、国家公務員のうち最も類似の職種である自動車

運転手等の業務従事者に適用している給料表を基礎に

新たな給料表を作成の上適用し、また市長部局からの出

向者などについては、仙台市の行政職給料表と同一水準

の給料表を作成の上適用しており、現在のところ見直し

は検討しておりません。 

3 

効率化のため、市バスは担当車制から

交替制に切り替えるべき。 

交替制について、営業所以外で乗り継ぎを行う場合、移

動時間は、乗務員の勤務時間に含まれるため、現在の人

員で対応することは困難であると考えております。 

4 

地下鉄について、コロナ禍対応として

終発便を繰り上げすることにより経

費削減を検討すべき。 

新型コロナウイルス感染症の影響により令和 2 年 5 月 1

日から毎週金曜日の最終列車（増発分）を運休していま

す。今後の運行については、利用状況や経営状況を踏ま

えて判断してまいります。 

5 

仙台市地下鉄は、他都市の地下鉄と比

べて決して安くはない運賃であるこ

とから、値上げには反対。市の財産と

して、市民全員で負担すべき。 

計画期間中、高速鉄道事業の損益収支は一定の改善が見

込まれますが、鉄道事業法に基づく鉄道事業許可の基準

である「東西線開業 40 年以内の累積欠損金解消」など、

より長期的な視点も踏まえながら、運賃改定の時期や必

要性について検討を行っていく予定です。 

6 

駅コンコースのスペースの有効活用

として、泉中央駅コインロッカー前、

広瀬通駅セブン ATM 前、仙台駅中央 1

番出口付近のスペースを売店スペー

ス等として貸出し出来ないか。 

ご指摘のスペースについては、いずれも複数回公募する

も応募がなかったことや事業者の撤退などにより空き

スペースとなっている場所でございます。 

引き続き、いただいたご意見も参考としながら、安定的

な経営に向け、資産活用を図ってまいります。 

7 

バス車両の部品交換の基準等を見直

すことで車両修繕費の削減を図るべ

き。また、車両更新における中古車両

の比率を増やしたり、車両の使用年数

を伸ばすことで車両減価償却費の削

減を図るべき。 

部品交換に関しては、不具合の履歴を元にして、一部の

部品についてメーカーの交換基準よりも交換周期を長

く設定する等の費用削減を図っております。中古車両に

ついてはこれまでも活用を図ってきたところであり、中

古車両の供給元は限られておりますが、今後も活用に努

めていきます。車両の使用年数は 20 年を目安にしてお

り、これは主要都市の公営交通の中で最も長い年数にな

っております。 
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No 意見の概要 交通局の考え方 

8 

バス運転業務の管理委託評価委員会

が発行する「実績評価報告書」による

と、委託先の事業者間で運転技術や接

遇の評価に差があることから、評価が

低い委託先の改善を望む。 

評価方法について現状契約最終年度

のみ行っている評価を 1年単位で実施

し、局平均を下回る委託先に対して

は、指導や事業量の調整、委託先の見

直し等を行って欲しい。 

バス運転業務の管理の委託につきまして、評価委員会に

よる評価は委託期間中一回ですが、これとは別に、毎月

営業所を訪問して運営状況の確認を行っているほか、お

客さまから寄せられる要望・苦情等についてはその都度

連絡を取り対応しております。引き続き、運営状況の確

認を徹底してまいります。 

9 

バス運転業務の管理の委託について、

委託する仕業の内容や単価を精査す

ることで委託費用の上昇を抑制でき

るように検討すべき。 

管理の委託については、民間活力の活用と経営効率化に

向けて実施しております。委託経費につきましては、他

バス事業者の運営状況やバス業界をとりまく状況を細

かく分析の上で積算し、費用の抑制に努めてまいりま

す。 

10 

利用者が少ないエリアのバス路線廃

止と地域交通による代替は、ネットワ

ークの毀損を招かないように留意す

るべき。 

仙台市では公共交通のあり方等を位置づける「地域公共

交通計画」を令和 3 年度以降策定する予定としており、

路線バス、乗合タクシーといった移動手段から、地域の

実情に合った旅客運行サービスを今後検討していくこ

ととしております。 

市バスの需要の少ない路線については、この「地域公共

交通計画」の検討に合わせて、沿線地域にお住まいの

方々等と十分に協議を重ねながら、乗合タクシー等との

適切な役割分担を図っていきたいと考えております。 

11 

地下鉄の路線から離れているバス路

線は維持し、交通行政での地域格差を

生じさせないよう配慮する必要があ

る。 

12 
需要の少ない路線はタクシー(又はジ

ャンボタクシー)で対応するべき。 

13 

利用の少ないバス路線はタクシーに

よる輸送に切り替えるべき。 

また、市バスが鉄道と競合しないよ

う、鉄道に並走する系統は廃止して鉄

道利用に一本化すべき。 

14 

市バスの交通局東北大学病院前一川

内駅の運行は無駄と思える。 

ご指摘いただきました交通公園線については、仙台駅前

等の都心部から八幡町周辺の病院・学校への移動需要

や、川内地区への通学の需要等に対応するために運行し

ております。 

15 

遅い時間のバスが減便されているこ

とを受け、自家用車利用に切り替えて

いる例が散見される。減便が利用者離

れにつながることも鑑み、運行本数を

維持することを考えてほしい。 

深夜時間帯のバスについては、市民生活への影響にも一

定程度配慮しながら減便を実施しておりますが、ご利用

が極めて少なく、運行経費を賄うことが難しい便が多い

のが現状です。新型コロナウイルス感染症の影響による

お客さまの減少を受け、令和 3 年 4 月のダイヤ改正で

は、終発便の繰り上げや減便による仕業数の削減を実施

する予定です。今後とも、ご利用状況を注視し、需要に

応じたサービスを目指すとともに、限られた経営資源で

最大限のサービスを供給できるよう努めてまいります。 

16 

コロナ禍への対応として、終発便の繰

り上げや便数の削減等によって仕業

数の削減を図るべき。 

17 

重複する他のサービス（スクールバス

や病院送迎バス等）がある場合は、路

線バスへの統合（混乗）を図るべき。 

病院、学校等他の運営主体が運行する送迎バスとの統合

につきまして、一定数以上のご利用が見込めることなど

の前提条件が必要となりますが、具体に条件が合うよう

な案件が出た場合、対応を検討してまいります。 
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No 意見の概要 交通局の考え方 

18 

市バス運賃を民間(宮城交通)水準に

引き上げるべきだ。特に学都フリーパ

スは安すぎる。 

市バスは、現行の運賃水準のままでは、計画期間後半に

は資金不足比率が経営健全化団体判断基準の 20％を大

きく超過する見通しです。また、一般会計の財政的制約

が年々強まっていることを踏まえると、将来にわたり現

在と同水準の繰入れを見込むのは難しい見通しです。そ

のため、事業継続のためには運賃水準の見直しが必要で

あると考えております。 

収支見通しでは令和 8 年度に 7％の運賃改定を見込んで

いますが、実際の改定時期や改定内容については、今後

の経営状況を踏まえて決定します。 

19 

市バスの運賃は補助金で維持するべ

きだ。 

20 

市バスの収支見通しについて、10 年後

も 24 億円の営業赤字を出し続けるの

は収支改善が不十分である。せめて現

在の半分まで縮小すべきである。 

生産年齢人口の減少や新型コロナウイルス感染症の影

響等を踏まえると計画期間中に利用者の増加を見込む

のは難しい見通しです。また、既に①給料表の見直しに

よる人件費削減、②バス運転業務等の管理の委託の実

施、③需要動向に応じた便数調整の実施、④バス車両使

用年数の延長等の各種経費削減策に取り組んでおり、費

用削減の余地が縮小しております。これからもさらなる

運行効率化等を実施していきますが、同時に地域の移動

手段を確保していく必要があることから、大幅な路線削

減等も難しいと考えております。そのため、計画にお示

しした営業赤字が残存する見通しとなっていますが、赤

字削減幅が不十分であるとのご指摘を重く受け止め、収

支改善に向けて着実に取り組んでまいります。 

取組２ 人材の育成・確保に関する意見（0件） 

 


